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対面授業 遠隔授業

2022 年 4 月 12 日 ( 火 ) ～ 2022 年 月 26 日

＜毎週 火 曜日＞ 1 9 ： ～ 10 ： 30

％

％

％

％

回

1 4 月 12 日

2 4 月 19 日

3 4 月 26 日

4 5 月 10 日

5 5 月 17 日

6 5 月 24 日

7 5 月 31 日

8 6 月 7 日

9 6 月 14 日

10 6 月 21 日

11 6 月 28 日

12 7 月 5 日

13 7 月 12 日

14 7 月 19 日

15 7 月 26 日

科目番号 38 科目名 子ども学総論

英 文 科 目 名 General Remarks of Child Studies

実 施 方 法 対面・遠隔併用

大 学 ・ 短 期 大 学 名 びわこ学院 大学

連 絡 先
びわこ学院大学　教務課

0748-35-0002 ＦＡＸ　： 0748-23-7202

担 当 教 員 渡辺　雅幸、烏野 猛、南 雅則 教育福祉 学部 准教授、教授、教授

なし

教 室 名 1107（大）講義室 会場 びわこ学院大学

授 業 期 間
7 (火)

時限・講時 00
超 過 時 の 選 考 方 法 抽選

成 績 評 価 方 法

定 期 試 験 （ 筆 記 ） 0

レ ポ ー ト 試 験 （ 期 末 ） 0

平 常 点 （ 出 席 ・ 授 業 態 度 ） 40

そ の 他 （授業での課題（試験含む）） 60

あり（　　　　　　　　　　　）円

子どもと虐待についての判例考察

＜講義概要・到達目標＞
3人の担当者が、心理学、福祉法学、教育学それぞれの専門領域から「子ども学」の研究方法や内容、課題について概説する。
また「子ども」に関わる諸課題について、各々の専門領域での検討枠組みの基本的理解をおさえたうえで、その枠組みを超えた
アプローチ方法について考察を行う。オムニバス形式であるものの、ディベートや、グループディスカッションを踏まえた講義を展
開する。

① 「子ども学」の概要について説明できる。
② 心理学、社会福祉学、教育学の各分野で用いられる基礎的な用語・概念について説明できる。
③ 「子ども」に対し、学術的背景を踏まえて対応するための基礎的な知識や考え方・態度を身につけることができる。

＜授業スケジュール＞

月日 テーマ・キーワード

導入：授業の概要、「子ども」の今と昔

「子ども」の貧困

「子ども」主体の学び

子育て支援制度

途上国の「子ども」

子ども領域における裁判事例①

そ の 他 特 記 事 項 3名の担当者の総合評価で行う

別 途 負 担 費 用

個人と環境のマッチング

つまづきの理解と支援

＜教科書・参考書＞

必要に応じ、適宜、プリント・資料を配布する。講義が始まってから、各教員の指示に従って下さい。

子どもと親権についての判例考察

保育所・幼稚園における事故の判例考察

小学校以上の教育現場における事故の判例考察

子どもの成長と今日的課題

対人関係と発達

社会性の発達
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